
学校番号

No. 分類
① 教科書
② 副読本
③ 問題集
④ 副読本
⑤ 副読本
⑥ 副読本
⑦

特記事項 ⑧
⑨
⑩
⑪

A

B

C

D

E

学
期 期間

教
材

単元／題材内容
配当
時間

評価
観点 主な評価方法

評
価

第一中間
まで

①
②
③
④
⑥
⑦

Lesson 1
When Words Won’t
Work
［言語・(日本)文化］
Lesson 2
Going into Space
［自然科学・生き
方］

24

A
B
C
D

定期考査
小テスト
ノート等の提出
課題
発表
など

5
4
3
2
1

第二中間
まで

①
②
④
⑥
⑦

Lesson 3
A Canoe Is an
Island
［伝統文化・共生］
Lesson 4
Seeing with the
Eyes of the Heart
［音楽・生き方］

24

A
B
C
D

定期考査
小テスト
ノート等の提出
課題
発表
など

5
4
3
2
1

期末
まで

①
②
④
⑥
⑦

Lesson 5
Food Bank
［社会貢献・生き
方］
Lesson 6
Roots & Shoots
［環境・共生］

24

A
B
C
D

定期考査
小テスト
ノート等の提出
課題
発表
など

5
4
3
2
1

第一中間
まで

①
②
⑤
⑥
⑦

Lesson 7
Paper Architect
［建築・ボランティ
ア］
Lesson 8
Not So Long Ago
［平和・歴史］

24

A
B
C
D

定期考査
小テスト
ノート等の提出
課題
発表
など

5
4
3
2
1

第二中間
まで

①
②
⑤
⑥
⑦

Lesson 9
Crossing the
“Uncanny Valley”
［科学技術・人間理
解］
Lesson 10
Good Ol’ Charlie
Brown
［芸術・生き方］

24

A
B
C
D

定期考査
小テスト
ノート等の提出
課題
発表
など

5
4
3
2
1

期末
まで

①
②
⑤
⑥
⑦

Reading 2
Love Potion
Optional Lesson
Heroic Losers
［スポーツ］

24

A
B
C
D

定期考査
小テスト
ノート等の提出
課題
発表
など

5
4
3
2
1

単語・熟語の確認
英文解釈
文法・語法の確認
問題演習
ペアワーク
リスニング
速読

各章を聞くまたは読む前に、
主題について知っている情報
や考えていることをペアで伝
え合う。(ABC)
各章について英語または日
本語で要約を書く。(BC)
各章を読んで内容を理解す
る。(CD)
本文中で用いられている語
彙や表現、文法項目を確認し
理解する。(C)

筆者の主張を聞き取ったり読み取ったりし、要旨を理解
することができる。(CD)
聞いたり読んだりしたことについて、情報を整理し、ある
いは自分の考えをまとめた上で、それらを簡潔に話した
り書いたりすることができる。(ABC)
関係副詞、S＋V＋O＋C (C＝分詞)、S＋V＋C (C＝分
詞)、分詞構文、it 〜 that ...（形式主語）、同格を理解し、
運用することができる。(BC)
グループやペアワークで英語で意見交換をすることがで
きる。(ABC)

単語・熟語の確認
英文解釈
文法・語法の確認
問題演習
ペアワーク
リスニング
速読

後
期

各章を聞くまたは読む前に、
主題について知っている情報
や考えていることをペアで伝
え合う。(ABC)
各章について英語または日
本語で要約を書く。(BC)
各章を読んで内容を理解す
る。(CD)
本文中で用いられている語
彙や表現、文法項目を確認し
理解する。(C)

話者や筆者の主張を正確に聞き取ったり読み取ったり
し、要旨を理解することができる。(CD)
聞いたり読んだりしたことについて、情報を整理し、ある
いは自分の考えをまとめた上で、それらを簡潔に話した
り書いたりすることができる。(ABC)
seem to 〜、it seems that 〜、受動態の完了形、形式目
的語 it、仮定法過去、S＋V＋O1＋O2 (O2＝疑問詞
節)、付帯状況のwithを理解し、運用することができる。
(BC)
グループやペアワークで英語で意見交換をすることがで
きる。(ABC)

単語・熟語の確認
英文解釈
文法・語法の確認
問題演習
ペアワーク
リスニング
速読

各章を聞くまたは読む前に、
主題について知っている情報
や考えていることをペアで伝
え合う。(ABC)
各章について英語または日
本語で要約を書く。(BC)
各章を読んで内容を理解す
る。(CD)
本文中で用いられている語
彙や表現、文法項目を確認し
理解する。(C)

因果関係に注意して筆者の主張を正確に聞き取ったり
読み取ったりし、要旨を理解することができる。(CD)
聞いたり読んだりしたことについて、情報を整理し、ある
いは自分の考えをまとめた上で、それらを簡潔に話した
り書いたりすることができる。(ABC)
部分否定、used to 〜, would 〜 など、助動詞＋be＋過
去分詞、仮定法過去完了、no matter＋疑問詞、be to
不定詞を理解し、運用することができる。(BC)
グループやペアワークで英語で意見交換をすることがで
きる。(ABC)

単語・熟語の確認
英文解釈
文法・語法の確認
問題演習
ペアワーク
リスニング
速読

各章を聞くまたは読む前に、
主題について知っている情報
や考えていることをペアで伝
え合う。(ABC)
各章について英語または日
本語で要約を書く。(BC)
各章を読んで内容を理解す
る。(CD)
本文中で用いられている語
彙や表現、文法項目を確認し
理解する。(C)

英文を正確に聞き取ったり読み取ったりし、要旨を理解
することができる。(CD)
聞いたり読んだりしたことについて、情報を整理し、ある
いは自分の考えをまとめた上で、それらを簡潔に話した
り書いたりすることができる。(ABC)
Lesson 1-10 に登場した文法事項を理解し、運用するこ
とができる。(BC)
グループやペアワークで英語で意見交換をすることがで
きる。(ABC)

単語・熟語の確認
英文解釈
文法・語法の確認
問題演習
ペアワーク
リスニング
速読

年間（学期間）指導計画

学習内容 単元目標（CAN-DO)／単元（題材）の評価規準 主な学習活動

前
期

各章を聞くまたは読む前に、
主題について知っている情報
や考えていることをペアで伝
え合う。(ABC)
各章について英語または日
本語で要約を書く。(BC)
各章を読んで内容を理解す
る。(CD)
本文中で用いられている語
彙や表現、文法項目を確認し
理解する。(C)

筆者の主張を聞き取ったり読み取ったりし、要旨を理解
することができる。(CD)
聞いたり読んだりしたことについて、情報を整理し、ある
いは自分の考えをまとめた上で、それらを簡潔に話した
り書いたりすることができる。(ABC)
基本的な文のパターン、不定詞、助動詞、現在完了、S
＋V＋O (O＝疑問詞節／if節)を理解し、運用することが
できる。(BC)
グループやペアワークで英語で意見交換をすることがで
きる。(ABC)

単語・熟語の確認
英文解釈
文法・語法の確認
問題演習
ペアワーク
リスニング
速読

各章を聞くまたは読む前に、
主題について知っている情報
や考えていることをペアで伝
え合う。(ABC)
各章について英語または日
本語で要約を書く。(BC)
各章を読んで内容を理解す
る。(CD)
本文中で用いられている語
彙や表現、文法項目を確認し
理解する。(C)

筆者の主張を聞き取ったり読み取ったりし、要旨を理解
することができる。(CD)
聞いたり読んだりしたことについて、情報を整理し、ある
いは自分の考えをまとめた上で、それらを簡潔に話した
り書いたりすることができる。(ABC)
関係代名詞、分詞の形容詞的用法、S＋is＋C (C=that
節)、関係代名詞what、過去完了、S＋V＋O＋C (C＝原
形不定詞)を理解し、運用することができる。(BC)
グループやペアワークで英語で意見交換をすることがで
きる。(ABC)

言語や文化につい
ての知識・理解

外国語の学習を通して、言語やその運用についての知識を身に付けているとともに、その背景にある文
化などを理解している。

定期考査、レポート など

外国語表現
の能力

外国語で話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝えている。
スピーチ、サイトトランスレーション、英作
文、定期考査 など

外国語理解
の能力

外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。
リスニングテスト、読解テスト、定期考査 な
ど

観点 観点の趣旨 主な評価方法
コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとする。
ペアワーク、グループワーク、ディベート、
発表 など

コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話す」「書く」「聞く」「読む」の４技能の力をつけることを目標として
います。そのため、様々な活動を取り入れながら展開していきます。積極的な取り組みを求めます。
英語の語彙や文法、正しい発音やアクセントなどを正しく身につけることは、正しいコミュニケーション活
動の基盤となります。授業だけでなく予習・復習を大切にし、確実な定着を目指しましょう。

必履修科目。卒業までに必
ず履修しなければならない。
「Ⅰa」：週3h、「Ⅰb」：週1h。

学習評価（評価規準と評価方法）

聞くこと：説明や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりすることができる。 システム英単語 Basic
読むこと：説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりすることができる。

教科からのメッセージ（学習方法 等）

学習の到達目標 BRIDGE 高校英語 Standard
話すこと：様々な手段により受け取った情報を整理して話したり自分の意見を述べたりすることができる。 Voice Listening Course 1
書くこと：様々な手段により受け取った情報や自分の考えなどを整理して簡潔に書くことができる。 Voice Listening Course 2

平成31年度　外国語 2001

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2+2 第１年次 前期・後期
MAINSTREAM English Communication Ⅰ
MAINSTREAM English Communication Ⅰ 学習用ＣＤ

教科 科目 必修／選択 単位数 指導学年
教科書・副読本・問題集

教材名


